
い
山
岳
家
獨

有
の
色
、

死

の
や
う
な
寂
莫

か
ら
誘

ひ

こ
ま
れ
て
見
せ

ら
れ

た
魔
界

の
黄

な
灯
火

、
私
は
た

だ
た
だ

其
刹
那
が
描

き
た

い
の
で
す
。
そ

の

一
瞬

に
感

じ
得

た
色
彩

を

そ

の
儘
畫

に
現
は

し
た

い
の
で
す
、
私
は

氣
分

を
尊
び
ま
す

、氣

分

の
畫

が
欲

し

い
の
で
す
、
た
だ
圖

の
携

へ
や
色

が
す
く

塗

つ
て
あ

る
の
は

望
み
で
は

あ
り

ま
せ
ん
、
畫

を
通
し

て
筆
者

そ

の
時

の

ム
ー

ド
が
觀

る
者

の
胸

に
應

え

さ

へ
す

れ
ば
私
は
滿

足

し
ま
す

。

私

に
畫

が
描

け
た
ら
ば
、
私

は
終
末

に
至

っ
て
此
自
問

を
自
答

し
ま
す

、

私
は

氣
分

の
畫

が
描

き
た

い
の
で
す

。

●
美
術
審
査
委
員

文
部
省
開
設

の
第
六
回
美
術
展
覽
會
出
品
の
美
術
審
査
委
員
は
廿

一
日
左

の
如
く
仰
付
け
ら
れ
た
り

▲
第

二
部
（西
洋
畫
）
醫

學
博

士
文
學
博
士
森
林

太
郎
（
主

 
任

）
、
黑
田
清
輝

、
男
爵
岩
村

透
、
松
岡
壽

、
久
米
桂

 

一
郎
、
岡
田

三
郎
助

、
和
田
英
作
、
鹿

子
木
孟
郎

、

 
吉

田
博

、
中
村
不
折
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森

之
助

、

 
小
山
正
太
郎
、
中
川
八

郎

▲
第

三
部
（彫
刻
）

高
村
光
雲
（
主
任
）
、
石

川
光

明
、
竹

 
内

久

一
、
自
井
保

二
郎

、
長
沼
守
敬

、新

海
竹
太
郎

、

 
大
熊
氏
廣
、
米
原
雲
海
、
山
崎
朝
雲
、

靑
木
繁
氏
の
畫
を
見
た
時

矢

代

幸

雄

 

忘
れ

も
し
な

い
、
彌
生
廿

六
日

の
午
后
赤
城
君
と
後
藤

君
と
、

そ
れ
か

ら
僕

と
ば
、
東
台

の
花

を
外

に
、
此

人

の
繪

を
見

に
行

た

の
で

あ

つ
た
。

新
聞

や
雜

誌
で
、
夭

死
し
た

る
天
才
で
あ

る
と
聞

い
た
丈

、
僕

は
其

他

に

何

も
靑

木

氏
に
就

て
知

ら
な

か

つ
た

か
ら
、
別
に
特
殊
な
期
待

を
持

た
ず

漫

然
誘

は
れ

た
を
幸

ひ
に
、
ポ
カ

ン
と
來
た
ま

で
ゞ

あ

つ
た
。

そ

し

て

そ
し
て

、
僕

は
★

い
て
し

ま
う
の
で

あ

つ
た
。

 

西

洋
畫

家

の
日
本
畫

と
云

ふ
嚴

か
め
し

い
名

の
下

に
、

コ
マ
畫

を
擴

げ

た
樣

な
、
人

を
馬
鹿

に
し
た

、
ぞ

ん
ざ

い
な
代
物

に
、
賣

れ
そ
う
な
安
價

を

ぶ
ら
さ
げ

て
、
目

ま
ぐ

る
し

き
ま
で

遠
慮

會
釋

な
く
曝

し
て
居
る
廊

を

廻

つ
て
行
く

と
、
此
度

は
新
歸

朝
者

の
作

品
。
多
少
、
呼

吸
を
吹

返
し
て

田
舎
者

の
東
京
見
物

の
樣

に
キ
ヨ
キ
ヨ

し

て
進
む

と
、
最
後

の
暗

い
室

に

・
・
・
・

僕
は

思
は
す

身
顫

ひ
を
し

て
、
躯

が
硬

く
な

っ
て
し
ま

つ
た
。
胸

に

は
亂

調
子

の
動

悸

ま
で

し

て
、
動

く

の
が
厭

に
な

つ
た
。

 

今
迄
喋

つ
て
居

た
僕

も
、

口
を
き
け
な
く

な

つ
た
。
赤

城
君

は
元
來
默

つ
て
る
男
で

あ
る

。
皆

ん
な
は
別

々
に
な

つ
て
、

各
が
向
き
向
き

に
繪

を

眺

め
た

。

 

臆
靑

木

君
。
如

何
な
れ

ば
、

君
は
斯

く
ま
で
眞

面
目
で
あ

つ
た

か
。
輕

佻
浮

薄
、
滔

々
と
し
て
世

に
漲

り
、

人
或
は

世

に
媚

び
、
阿
賭
物

に
戀

々

身

世
を
忘

れ
て
、
感

激

の
赴

く
儘

に
、
突

進
踴

躍
す

可
き
藝
術
界
す

ら

、

勸
工
場
然
た

る
展
覽

會

に
、
手
頃
な
賣

れ
そ
う
な
畫

計
り
列

べ
る
世

の
中


